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要約 : ペルは農業的には沿岸地帯 高原山岳地帯および熱帯雨林地帯の -つに区分できる アンデス山
地の農民は長い歴史の中で多種類の作物家畜を順化させ 独特な山地農業を構築してきた とくに高標高
地帯ではジャガイモ栽培を中心としている 本稿では 本格的なペル農業研究の準備として 生態系視点





キワド : アンデス農業 生態系農業 有機農業 栽培技術 経済性

第 +節 はじめに





共同研究推進センタ ,***, ,**+, ,**, ,***年調査では
本格的な研究対象村の選出を目的とし その過程で沿岸地













討する そのため 第 ,節でペルの地帯区分を述べてか
ら 第 -節で主要な食料の生産および消費の動向をマクロ
的視点から論述するが 生産に関しては地域特性を検討す






Vidal +321 行政的のみならず農業的には一般的に -地
帯に大別される すなわち 太平洋に沿った乾燥した沿岸
地帯 Costa, コスタ 中央のアンデス山脈を含む冷涼な
いし寒冷な高原山岳地帯 Sierra,シエラ およびその東
北側に展開するアマゾン河源流域の熱帯降雨林地帯







中枢を担っている リマの平均気温は年平均 +2.2で 年
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常の砂漠 とくに砂漠周辺部 とは異なるが 丘陵頂部に
はわずかに植生 Romaと呼ばれる の痕跡がみられる場















ラニョン Maranon河とウカヤリ Ucayali河は セル
バの中心都市イキトス Iquitos 上流域で合流し アマゾ
ン Amazonas 河の本流となる ウカヤリ河中流域にあ




























は 小集水域の -*/*haの農地を共同管理し 農地の高
所では焼畑方式で陸稲 キャッサバあるいは果樹を栽培
し 低地の川辺では水稲栽培に従事している 河川でとれ
る魚と少数飼育する家畜 コブウシ ブタ ニワトリ を







を示した国土面積は約 +,2万 km,で 保護区が ., 生
産林が -2 草地が +.を占めている 地帯別面積はセ
ルバが /*.. シエラが ,2.2 コスタが ,*.3となる
また 総面積の ,.に当る -,*3.万 haが農牧業に用いら
れているといわれているが灌漑農地が +,3万 ha天水農
地が ,*.万 haで 残り ,,10+万 haは標高 -,***m以上の
草地である したがって 農用地は ---haで 国土面積の
Fig. + Map of Peru
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ぺルでは ジャガイモ コメ 小麦 大麦 トウモロ
コシなどが主要な食料である 表 ,には主要な食用作物の
生産量と消費量 また表 -には主要な穀物や野菜の +*作
物について行政地域別に生産量を示した 生産量が最大の
食料はジャガイモで ,/3万トン +332年 に達し +32*年
から +**万トン以上増産した 次いで大きいのは バナナ
が +-,万トン 牛乳 +,,万トン コメ +*2万トンなどと
なっているいずれも過去 ,*年間に増産してきているこ
れら主要作物の栽培面積を検討すると トウモロコシが最
大で .3万 haに達し 次いでコメが -,万 ha ジャガイモ
が ,2万 ha 大麦が +.万 ha 小麦が +-万 haなどであっ
た 地帯別には コメがコスタとセルバに集中し ジャガ
イモと大麦小麦の栽培はシエラが中心となっている ト





に ,,.2*万人へと約 .-も増加した 明らかに食料消費量
も増加し コメ 大麦 小麦は輸入に依存しなければなら
ない状態である 飼料用トウモロコシも大幅に不足し 小




に至らず国民 +人当たりの食料摂取量は +31*年代の .**
kgから +32/年には -** kgまで減少したこと および +
人 +日当たり供給熱量では ,,,,/ kcalから +,22- kcalへ低
下したことが報告されている 寺神戸 +33*, p. /, 最近で
は +332年の +人当たりの主要な食料消費量 重量ベ
Table + Area and Population in Peru by Province, ,**+
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スはジャガイモ 0/kgコメ /.kg小麦 /-kg砂糖 /-
kg牛乳乳製品 -1kgバナナ -*kgキャッサバ ,.kg
肉類 ,.kg サツマイモ 1kgなどで 表 ,に示した食料の








コシ maize choclo の生産量はフニン地域 Junin
Departamento で際立って大きく 中央アンデスの伝統




表 .は主要作物の + ha当たり平均収量 +333年時点
を地域別に示したものである 全国平均では ジャガイモ
++.-トンコメ 0.-トン大麦は +.,トン小麦は +.-トン
食用トウモロコシは 1.3トンなどで コメ以外はかなり低
い水準である このような低収量性には種の要因がある










たい まず表 ,から明らかなように 年間 +**万トン以上
消費される主要な食料品目はジャガイモ コメ 砂糖 小
麦 飼料用トウモロコシの /つであるが 自給を達成して
いるのはジャガイモだけである 品目別自給率は コメが




の輸出入統計 +333年度 を示したが 価額から見ると
小麦 トウモロコシ 飼料用 砂糖 綿 コメの順で重要








































ガイモをはじめとするナス科の作物 トマト タバコ ト
ウガラシなど が 欧米人によって世界に伝播されたこと
は周知の通りである 他にも多種類の作物が順化され栽培
されており ペルの統計書 Ministerio de Agricultura
,*** などでは アンデス作物群 cultivos andinos と
して別扱いされている 表 0 家畜についても同様で ア
ンデスは固有の家畜種であるリャマ llama アルパカ
alpaca クイ cuy などの順化に成功している
表 1は行政地域別に見たジャガイモの生産量と + ha当
たり収量を示したものである また 表 2には主要品種
改良品種別に見たジャガイモの平均収量を示した総生
産量 -*1万トン +333年 の 1.がシエラの 3地域で生
産されたことが明らかである 全国平均収量は + ha当た












に標高に応じて .地帯に区分して利用されてきた 図 ,
現在では 生態学的により細かい区分により解析が行われ





ルパカ 羊の放牧が行われる それ以下 .,***mまでは
もっとも耐寒性の強いジャガイモ ラキと呼ばれ 通常の





Table . Average Yield of Crops by Region, +333 (kg/ha)











る またアンデス固有種を含め 各種のマメ科作物 イン











Huanuco地域において IDMA Institute for Develop-







し 平坦部 / ha 斜面 / haおよび施設 + haの合計 ++ ha
から成る
農場は家畜部門 平坦部の作物部門 および斜面のサボ
テン部門の -つに大きく区分できる 家畜部門は +3頭の
乳牛と ,**匹のクイを保有し 生態系農業の基礎となる家
Table 0 List of Major Andean Crops
Table 1 Potato Cultivation and Yield by Province
(+33233)
Table 2 Average Yield of Potato by Variety
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畜糞尿を排出する 乳牛は午前中放牧され アルファル
ファ ギンネム ネピアグラスなどの草種を食するが 午
後は牛舎に入れられ 糞尿が貯蔵庫へ収集される
川沿いにある /haの農地は バナナ コヒおよび柑
橘類を混作する小さい樹園地と牧草ジャガイモなどの畑
に分かれている 畑は *./haずつ +*区画に区分され 計
画的な土地利用が実施されている すなわち アルファル
ファ .年間トラクタ耕起 ジャガイモ +作 0ケ
月牛耕マメ類 +作 .ケ月トラクタ耕起トウ
モロコシ +作 /ケ月牛耕 アルファルファ .年間
という 0年 .作体系である 換言すると .年間ずつのア
ルファルファに挟まれた ,年 -作体系ともいえる アル
ファルファ圃場には -年目から ,年間にわたって家畜を放









Table 3 Comparison of Conventional and Organic Farming of Yellow Potato per Hectare
Fig. , Model of Ecological zones by Altitude in Andes
藤本宮浦山崎高橋SIURAUGAS66





するグアノ 鳥糞 NPK+. : +. : * を +作当たり +ト













































IDMAは Granja Linderoおよび /**戸の生産者を組織化
し 有機農業認証を取得して 黄色ジャガイモ yellow
potato サツマイモ キノワ アマランサス インゲン
紫トウモロコシ 白色トウモロコシ 薬用植物 リンゴ
オレンジなどをリマ市場向けに共同販売する計画を立案中
であった ヨロッパ市場への有機栽培黄色ジャガイモの
輸出も視野に入れていた なお ペルでは ,つの国内機




性に関する比較デタが入手できたので 表 2に示す こ
れは IDMAが Tomayquichua村 標高 ,,3**m地点 で
行った 0ケ月間の栽培試験結果で 標高的には黄色ポテト
の低位限界地でのデタといえる この表からいくつか重
要な点が確認できる 第 +に 収量は慣行農法 +/.*トン







,に 費用は慣行栽培の方が +.+-倍高い 物財費のみなら
ず労働費も高い 第 -に 価格水準が高いA等級ポテトの
比率が慣行栽培では /* にすぎないが 有機栽培では










+ha当たり収量はジャガイモが +,+2トン -*トン マ
メ Yellow beans が -トン -トン またトウモロコシ
が .トン /0トン に過ぎず 収量向上が課題となって
いた なお カッコ内の数値は 農場周辺での慣行農法に
よる収量である
農場全体としては毎月約 -,***米ドルの粗収益があり
そのうち /*が酪農製品 ,/が他の農産物 そして残













栽培していた 当地域の作付体系は 基本的に ,年耕作
-年休閑の輪作システムで 休閑後にジャガイモ +作 つ
ぎに豆類 +作 その後トウモロコシと豆類を +作行うもの



















で 白色ジャガイモより +ケ月長い /0ケ月を要するが
販売価格も高いたとえば +333年では白色ジャガイモが





黄色ジャガイモは +ユガラ 当地では約 ,/ aと考えら
れていた 当たり種芋を +袋 約 1*kgで 1* sol 用いる













+/* kgと化成肥料を +** kg施用し +,トンの収量を得











た技術でジャガイモガ potato moth, local name : tuta,
Scobiparputa の誘引フェロモンをペットボトルの中ほ
どに吊るし 底に水を入れておいてガを捕獲するものであ
る +ha当たりに +0個の使用が奨励されているが 価格











+時間当たり -* solであった アンデスの伝統農法にした
がって 彼は輪作体系を維持し ,-年の休閑の後にジャ
ガイモを最初の作物として栽培していた 肥料としては









+./ solkgで 損益分岐点は *.3* solkgといっていた な
お雇用労働に対しては男で +日 0 sol女で / solの労賃
を支払うだけでなく いずれも昼食を提供した
第 /節 結 論

















モ トウモロコシ 大麦 小麦 マメ科などを主要作物と
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Trends and Issues in Agricultural Production
in Peru : A Preliminary Consideration of
Potato Cultivation in the Highlands
By
Akimi FUJIMOTO*, Rie MIYAURA*, Kou YAMAZAKI**, Hisamitsu TAKAHASHI***,
Saray SIURA**** and Roberto UGAS****
(Received February ,*, ,**-/Accepted July ,., ,**-)
Summary : Peru consists of three agro-ecological zones : Coast, Highland, and Tropical Rainforest.
Many kinds of crops and animals adapted to local conditions of Andes over a long history, and not
only came to constitute unique highland agricultural systems but also di#used useful crops to the rest
of the world. Especially well known is the adaptation of potato in Andes. In preparation for a full
scale research in Peru, this paper aims to clarify agricultural and ecological characteristics of the three
zones, examine agricultural production trends in recent decades, and discuss technological and
economic aspects of potato cultivation based on ﬁeld study conducted in the Andes. Although
Andean agriculture may be characterized by low levels of productivity and income, it is expected to
play a greater role in increasing domestic food production in Peru. Not only government institutes
but also NGOs are actively involved in research and extension for the promotion of Andean agricul-
tural development. Ecological agriculture promoted by one such NGO will be taken up for a case
study of potato cultivation in highland areas.
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